
2つの資料をくらべてえらぼう
小5／2つの資料をくらべて、正しい説明を2つえらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

1　2つの県の米の生産量を よんで、正しい説明を2つえらびましょう。

資料1
北田県：米の生産量 60万トン。農業で働く人 8万人。

資料2
南山県：米の生産量 40万トン。農業で働く人 10万人。

1 働く人1人あたりの米の量は、南山県のほうが多い。

2 北田県で農業で働く人は、10万人である。

3 2県の米の生産量は、合わせて100万トンである。

4 農業で働く人は、南山県が北田県より2万人多い。

5 米の生産量は、南山県が北田県より20万トン多い。

2　2つの発電方法を よんで、正しい説明を2つえらびましょう。

資料1
水力発電：水の流れで電気をつくる。二酸化炭素をほとんど出さない。雨や川の水量に左右される。

資料2
火力発電：燃料をもやして電気をつくる。二酸化炭素を多く出す。天候に左右されにくい。

1 どちらの発電も、二酸化炭素をほとんど出さないと書かれている。

2 火力発電は、石炭や石油をもやすと書かれている。

3 水力発電は、ダムに水をためて使うと書かれている。

4 水力発電は、雨が少ないと発電に影響が出ると書かれている。

5 火力発電は、天気の影響を受けにくいと書かれている。



2つの資料をくらべてえらぼう【こたえ】
小5／2つの資料をくらべて、正しい説明を2つえらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

答えと、たしかめるところ

1　答え：3・4
60＋40＝100万トン、10−8＝2万人(資料1・2)。生産量は北田県が20万トン多い、北田県で働く人
は8万人、1人あたりは北田県7.5トン・南山県4トン。

2　答え：4・5
水力は雨や川の水量に左右される(資料1)、火力は天候に左右されにくい(資料2)。石炭・石油やダム
のことは書かれていない。二酸化炭素をほとんど出さないのは水力だけ。

読み取るコツ
数や条件はどちらの資料のものか、指でおさえながら照らし合わせます。
「〜のほうが多い」は2つを比べます。反対の選たくしにも注意します。


